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私
は
平
成
十
六
年
、
創
立
八
十
周
年
の
年
に
会

長
に
選
出
さ
れ
た
の
で
二
期
六
年
務
め
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
本
年
度
改
選
期
と
な
り
ま
す
の
で
早

く
か
ら
本
部
役
員
会
に
お
い
て
「
会
長
選
考
委
員

会
」
を
設
置
し
、
検
討
を
重
ね
て
も
ら
い
ま
し
た
。

出
来
る
こ
と
な
ら
若
返
り
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
ま
と
ま
ら
ず
、
最
終
的
に
「
再
度
会

長
職
を
引
受
け
る
よ
う
」
強
い
要
請
を
受
け
ま
し

た
。
私
を
六
年
間
支
え
て
下
さ
っ
た
本
部
役
員
の

総
意
と
受
止
め
、
も
う
一
期
会
長
を
引
受
け
る
決

意
を
し
ま
し
た
。
総
会
に
提
示
し
、
承
認
を
受
け

た
本
部
役
員
組
織
は
下
記
記
載
の
通
り
で
あ
り
ま

す
が
、
最
大
の
変
更
点
は
大
石
鉄
郎
氏
（
二
十
六

　

腕
の
キ
ャ
プ
テ
ン
マ
ー
ク
が
輝
い
て
い
た
︱
。

冬
の
南
ア
フ
リ
カ
を
舞
台
に
し
た
サ
ッ
カ
ー
W
杯

で
、
日
本
は
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
た
。

地
元
開
催
の
大
会
以
外
で
は
初
の
16
強
入
り
だ
っ

た
。
虹
の
国
・
南
ア
フ
リ
カ
で
躍
動
し
た
“
サ

ム
ラ
イ
ジ
ャ
パ
ン
＂
で
、
ゲ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン
を

務
め
た
の
は
本
校
出
身
の
長
谷
部
誠
選
手
（
ド
イ

ツ
・
ウ
ォ
ル
フ
ス
ブ
ル
ク
）（
七
十
五
回
）
だ
。

　

一
次
リ
ー
グ
初
戦
。
日
本
は
カ
メ
ル
ー
ン
を
1

︱
０
で
退
け
、
幸
先
い
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

決
勝
点
を
マ
ー
ク
し
た
本
田
選
手
（
Ｃ
Ｓ
Ｋ
Ａ
モ

ス
ク
ワ
）
が
脚
光
を
浴
び
た
の
は
当
然
だ
が
、
実

は
影
の
功
労
者
と
し
て
高
い
評
価
を
得
た
選
手
が

い
た
。
そ
う
、わ
が
同
窓
生
・
長
谷
部
選
手
で
あ
る
。

　

ダ
ブ
ル
ボ
ラ
ン
チ
の
一
角
と
し
て
最
終
ラ
イ
ン

の
前
に
位
置
し
、
鋭
い
読
み
で
カ
メ
ル
ー
ン
の
攻

撃
の
芽
を
摘
み
取
っ
た
。
守
り
で
気
を
吐
い
た
だ

け
で
は
な
い
。
ボ
ー
ル
を
奪
う
と
読
み
す
ま
し

た
パ
ス
を
前
線
に
送
っ
て
、
攻
撃
の
起
点
に
な
っ

た
り
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
飛
び
出
し
て
ゴ
ー
ル
を

狙
っ
た
り
、
と
前
線
で
の
動
き
も
光
っ
た
。

　

背
番
号
17
を
背
負
っ
た
ゲ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン

は
、
カ
メ
ル
ー
ン
戦
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
一
次

リ
ー
グ
か
ら
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
ま
で
終
始
一

貫
、
安
定
し
た
動
き
を
見
せ
、
日
本
を
引
っ
張
っ

た
。「
岡
田
ジ
ャ
パ
ン
を
支
え
て
い
た
選
手
は
」。

評
論
家
諸
氏
に
問
う
と
、
一
様
に
こ
う
答
え
た
。

回
）、
久
永
正
夫
氏
（
二
十
八
回
）、
一
言
正
廣
氏

（
三
十
回
）、
八
木
洋
氏
（
三
十
二
回
）
の
四
名
の

先
輩
が
副
会
長
を
辞
し
、
相
談
役
等
に
ひ
か
れ

た
こ
と
で
す
。
こ
の
方
達
は
私
よ
り
ず
っ
と
以
前

か
ら
中
心
と
な
っ
て
会
を
リ
ー
ド
さ
れ
て
来
ま
し

た
。
私
が
会
長
職
を
大
過
な
く
務
め
ら
れ
た
の
も

適
切
な
ご
支
援
、
ご
指
導
が
あ
っ
た
か
ら
と
深
く

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

会
長
就
任
当
初
よ
り
申
し
上
げ
た
「
皆
様
の
開

か
れ
た
同
窓
会
」
に
す
る
た
め
の
ベ
ー
ス
と
な
る

事
業
は
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
着
実
に
実
行

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、

（
一
）
同
窓
会
会
報
（
千
南
原
）
の
毎
年
の
発
行

（
二
）
同
窓
会
館
の
復
活
と
事
務
局
の
設
置

（
三
）
名
簿
の
作
成
は
個
人
情
報
の
点
よ
り
難
し

く
な
っ
た
が
、
総
務
・
事
務
局
を
強
化
し
、

メ
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
活
用
に
よ
る
会
員
の
デ
ー

タ
、
情
報
の
収
集
、
管
理
を
進
め
た
。

（
四
）
全
員
に
呼
び
か
け
た
オ
ー
プ
ン
総
会
の
初

め
て
の
実
施

（
五
）
支
部
組
織
、
活
動
の
立
ち
上
げ
と
強
化

（
六
）
錦
織
初
代
校
長
像
の
学
校
中
庭
設
置

　

等
々
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
全
国
サ
ッ
カ
ー
選

手
権
大
会
出
場
に
際
し
て
の
募
金
は
六
年
の
内
三

回
中
心
と
な
り
実
施
し
、
責
務
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
念
願
の
「
人
工
芝
グ
ラ
ン
ド
」
の
支

援
は
昨
年
度
八
十
五
周
年
記
念
事
業
と
し
て
取
組

み
、
学
校
、
生
徒
の
要
望
に
応
え
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

次
の
三
年
間
は
こ
れ
ま
で
築
い
て
来
た
ベ
ー
ス

に
立
ち
、
九
十
周
年
に
向
け
て
更
に
同
窓
会
の
輪

を
広
げ
る
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
四
日
、
焼
津
「
ホ
テ

ル
松
風
閣
」
に
て
同
窓
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
今
回
初
の
焼
津
支
部
と
の
合
同
懇

親
会
も
開
催
さ
れ
、
百
五
十
名
の
方
が
参
加
さ
れ

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。

　

内
容
は
、
二
十
一
年
度
決
算
報
告
、
二
十
二
年

度
収
支
予
算
の
承
認
・
決
議
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
決
算
報
告
は
下
記
表
記
載
の
通
り
で
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
役
員
改
選
の
年
度
に
当
り
ま

す
の
で
、
選
考
委
員
会
に
て
選
考
の
結
果
、
下
記

表
記
載
の
通
り
と
な
り
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し

ま
す
。
そ
し
て
、
今
回

懸
案
で
あ
り
ま
し
た
、

同
窓
会
規
約
・
規
程
の

全
面
見
直
し
を
行
い
承

認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
決
算
書
収
入

欄
に
記
載
の
通
り
、
皆

様
か
ら
の
同
窓
会
維
持

費
の
御
協
力
が
あ
り
ま

「
長
谷
部
だ
よ
」と
。
揺
る
ぎ
な
い
評
価
は
、プ
レ
ー

の
質
の
高
さ
ゆ
え
で
あ
る
。

　

長
谷
部
選
手
は
東
高
が
送
り
出
し
た
Ｗ
杯
戦
士

第
2
号
。
第
1
号
は
フ
ラ
ン
ス
大
会
と
日
韓
大
会

に
出
場
し
た
中
山
雅
史
選
手（
当
時
ジ
ュ
ビ
ロ
磐

田
、現
・
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
）（
五
十
九
回
）で
、フ

ラ
ン
ス
大
会
で
日
本
人
初
ゴ
ー
ル
を
マ
ー
ク
し
た
。

中
山
選
手
に
続
き
、
Ｗ
杯
の
ひ
の
き
舞
台
を
踏
ん

だ
長
谷
部
選
手
は
、
日
本
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

進
出
の
原
動
力
に
な
っ
て
、
東
高
の
存
在
感
を
あ

ら
た
め
て
際
立
た
せ
た
。  （
文
責　

会
報
委
員
K
）

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

●
長
谷
部
選
手
の
東
高
時
代
の
恩
師
・
服
部
康

収入の部 △は減 単位：円

収入総額 26,873,850円
支出総額 26,873,850円
差引金額 0円

支出の部

平成 21年度　藤枝東高等学校同窓会会計決算書
（平成 21年 4月1日～平成 22 年 3月31日）

名簿会計より繰入・預金利息等
維持費・総会会費
10,000円×317名　3000円×14名

摘　要

△ 24,370
641,973

659,343
7,000

0
増　減

50,000
26,231,877

3,500,000
3,205,000
19,476,877
21年度予算額

25,630
26,873,850

4,159,343
3,212,000
19,476,877
21年度決算額

雑 収 入

会 議 費
事 務 費

消 耗 品 費

雑 費
予 備 費
次 年 度 繰 越

特別会計補助金
渉 外 費
保 険 料
会館整備費
会館補助費
慶 弔 費

記 念 品 費
事 業 費

備 品 費
通 信 費
印 刷 費
旅 費
事 務 局 費

科 　 目 21年度予算額 増　減 摘　要21年度決算額

合 計

合 計

寄付及び総会会費
入 会 金
繰 越 金
科 　 目

本部役員会、役員総会、委員会

パソコン備品
名札等

本部役員会、関東・中京・浜松地区会
会報送付用封筒等

卒業生記念品、入会記念品

卒業アルバム代等

各関係の団体等への祝儀
同窓会館火災保険料

千南原会館維持費補助
弔電・生家・香典

会報送付費用・往復葉書、切手

938,011
△ 759,292
△ 142,556
△ 17,000
△ 229,300

△ 140,896

△ 753,867
△ 303

△ 83,912
△ 19,226,174
20,443,295
641,973

0
△ 30,000
△ 9,440

△ 200,000
0

△ 73,990

△ 96,976
△ 132,564

600,000
3,590,000
600,000
140,000
1,000,000

150,000

2,815,703
400,000

100,000
19,226,174

0
26,231,877

405,703
100,000
60,000
200,000
100,000
150,000

100,000
1,600,000

1,538,011
2,830,708
457,444
123,000
770,700

9,104

2,061,836
399,697

支部活動助成費 関東・島田・藤枝・焼津・浜松・中京△ 156,220500,000343,780
ホームページ ホームページ変更作成費△ 200,002800,000599,998

16,088
0

20,443,295
26,873,850

405,703
70,000
50,560

0
100,000
76,010

3,024
1,467,436

同窓会長

槇田 堯
（34 回）

し
た
の
で
こ
の
場
を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て
事
務

局
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

各
委
員
会
活
動
を
報
告
し
ま
す
。

　

総
務
委
員
会
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
、
今
後
の

方
針
を
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
そ
の
方
針

に
従
っ
て
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の

名
簿
デ
ー
タ
の
収
集
及
び
整
理
を
し
、
今
後
の

九
十
・
百
周
年
事
業
に
向
け
て
の
資
料
整
理
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

組
織
・
規
約
委
員
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
支

部
と
の
連
携
を
よ
り
強
く
し
て
い
き
、
活
動
の
活

発
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
学
校
部
活

動
援
助
方
法
の
見
直
し
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

会
報
委
員
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
年
一

回
の
発
行
と
内
容
の
充
実
を
め
ざ
し
て
参
り
ま
す
。

　

Ｈ
Ｐ
・
デ
ー
タ
管
理
委
員
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え

る
よ
う
に
し
、
最
新
の
情
報
を
常
に
掲
載
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

各
委
員
会
活
動
を
通
し
て
今
後
の
同
窓
会
の
あ

り
方
・
活
動
に
つ
い
て
も
検
討
を
し
て
ま
い
り
ま

す
が
、
会
員
の
皆
様
の
一
人
一
人
の
ご
意
見
、
ご

援
助
が
今
後
の
同
窓
会
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
確
信
を
し
て
お
り
ま
す
。
ど
し
ど
し

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

役　職 氏　　名 回別 担当委員会 備　　考 新・再任

会　長 槇田　　堯 34 再任

副会長 永田　實治 28 焼津支部長 新任

横山恵一郎 29 中京支部長 新任

三輪　昌光 31 会報委員長 再任

伊藤　　孝 33 島田支部長 新任

大塚　義郎 34 浜松支部長 新任

小山　明良 36 組織・規約 藤枝支部長 新任

河村　正史 39 組織・規約 新任

特別顧問 河西　哲郎 ー 校長 再任

顧　問 戸本　隆雄 25 前）焼津市長 再任

石田　哲夫 27 前）会長 再任

井田　久義 28 前）岡部町長 再任

田村　典彦 36 吉田町長 再任

北村　正平 38 藤枝市長 再任

相談役 大石　鉄郎 26 前）副会長 新任

一言　正廣 30 前）副会長 新任

八木　　洋 32 前）副会長 新任

原田　誠治 32 再任

常任委員 伊藤　　勇 21 再任

望月　秀一 29 再任

宮崎　　洋 29 再任

小長谷節子 30 総務 再任

村野　　坦 31 関東支部　会長 再任

土屋　進次 31 再任

役　職 氏　　名 回別 担当委員会 備　　考 新・再任

常任委員 松浦　宏長 32 榛南支部長 再任

堀田　一牛 32 会報 再任

飯塚　秀彦 33 総務 再任

堀田公一郎 34 新任

西川　英雄 35 組織・規約委員長 静岡支部長 再任

高木　孝祐 35 組織・規約 金谷・三川根支部長 再任

倉嶋　伸康 36 組織・規約 再任

小林　正敏 36 会報 再任

加藤　訓義 38 会報 再任

竹下芳太郎 39 総務委員長 再任

舘　　正義 39 総務 再任

青嶋　　清 40 会報 再任

各務　博俊 40 事務局担当 再任

鈴木　國近 41 総務 再任

相川　敏江 46 総務 再任

杉本　憲彦 47 情報委員会 再任

佐野　愛子 47 再任

松永　勝裕 52 組織・規約 再任

増田　文人 52 総務 再任

渡辺　博文 56 総務 再任

桑原　　茂 59 総務 再任

浅野　達哉 67 会報 再任

監　事 村松　淳旨 49 再任

加山　秀剛 61 新任

雄
さ
ん
（
県
教
委

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

班
長
）（
四
十
八

回
）
の
話

　

プ
レ
ー
は
安
定

感
が
あ
り
、
安
心

し
て
見
て
い
ら
れ

た
。
及
第
点
以
上

だ
と
思
う
。
た
だ

し
、
本
人
は
納
得

し
て
い
な
い
よ
う

だ
が
。
プ
レ
ー
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、

試
合
後
の
コ
メ
ン

ト
が
光
っ
て
い

た
。
周
囲
へ
の
気

配
り
を
忘
れ
ず
、

キ
ャ
プ
テ
ン
に
ふ

さ
わ
し
い
内
容

だ
っ
た
。

本校にて報告会時、校長と

虹
の
国
で
輝
く

　
　   

長
谷
部
誠
選
手

　
　
　
　
　
　
　    

（
七
十
五
回
）

「
九
十
周
年（
四
年
後

平
成
二
十
六
年
）に
向
け
て

同
窓
会
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
」

〈
二
十
二
年
度
総
会
と

　   

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
〉
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